
 

 

 

プレスリリース 

 

2007年 7月 19日 

マスコミ関係者各位 

 

明治学院大学 社会学部現代GPプロジェクト学生 
地域活性化への取組について、港区副区長にプレゼンテーション 

 

 明治学院大学社会学部現代ＧＰプロジェクトは、「都市部における地域社会の活性化への取組

―共生社会実現への教育支援と障害者雇用―」を掲げています。学生、教職員、地域住民が共

生社会への理解を相互に深めることにより、地域に居住する障害ある人たちの活躍の場が増え

ることを目指して、学生が中心となり活動しています。 

 このプロジェクトで活躍する学生たちが、港区の地域活性化について、港区 野村茂副区長を

はじめ港区職員にプレゼンテーションを行うこととなりました。 

学生はそれぞれ、「学内雇用推進チーム」「スワン学生サポートチーム」「企業研究チーム」 

「港区活性化チーム」下記チームに分かれて日常の活動を展開しており、今回はチーム別のプ

レゼンテーションとなります。 

ぜひ事前にお申込みの上、貴媒体での取材をお願い申し上げます。 

 

明治学院大学 社会学部現代ＧＰプロジェクト学生によるプレゼンテーション 

日 時 2007年８月２日（木）9:30～10:30 

場 所 港区役所４階 庁議室（港区芝公園1-5-25） 

出席者 港区副区長 野村茂氏、高輪地区総合支所長 家入数彦氏 

（予定） 高輪地区総合支所地区政策課長 高木俊昭氏、障害者福祉課長 輿石隆氏 

明治学院大学 現代ＧＰ推進室長   八木原律子（社会学部教授） 

         前現代ＧＰ推進室長 中野敏子 （社会学部教授） 

         現代ＧＰコーディネーター 内田友佳 

           学生プロジェクトチームリーダー 4名 

進 行 ①各チームの活動経過と実践的な活動を通して考えたこと（各学生チーム5分） 

②今後の明治学院大学・港区連携についての意見表明（現代GP推進室長等）（10分）  

・ジョブサポーター養成講座に連携した取り組みについて 

・港区での障害者雇用について  その他 

③質疑応答、意見交換（10分） 

 


